
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 多様な担い手育成

事業名 漁業経営改善支援事業 総事業費 4,049 千円

事業の意図
操業時に経費の主要を占める燃油においてその一部を助成することにより、漁業所得の向上と操業への意欲向上を図る。

共同で島外出荷を行うことにより、経費の削減を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容
・漁業者の燃油料の実績から３円/ℓの助成を行う。

・活魚コンテナの整備を行う。

成　果
漁業者の操業経費の軽減を行うことができ、操業意欲向上への足がかりとなった。

活魚コンテナを2基導入し、島外共同出荷に向けた環境が整った。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

燃油料の助成により、操業意欲の向上に繋がっているが、魚価が低いため魚価の安定に繋がるような取り組みが必

要。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

所得と操業意欲の向上を図るため、操業時の経費の主要を占める燃油の一部を助成は、必要であり、継続すべきで

ある。

輸送コンテナの整備は、共同で島外出荷の経費削減となった。

2020年度方向性
　操業意欲向上のため、継続して事業を実施していく。

　また、より多く出漁している漁師に対して支援していく。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 多様な担い手育成

事業名 種子島周辺漁業対策事業 総事業費 3,812 千円

事業の意図 漁業利用施設の修繕・導入や漁業機器のリースなどにより操業の効率化及び水揚げの増

事業の実績

と

成果

取組内容

フォークリフトの導入。

種子島漁協では、水揚げされた鮮魚、活魚の運搬や島外出荷コンテナの荷造り作業をフォークリフトを用い

て行っているが、既存のフォークリフトは平成２１年に導入しており、老朽化が進んでいる。フォークリフ

トの更新により、円滑な水揚荷捌き作業の効率化を図り、ロケット打上による影響を緩和する。

成　果
フォークリフトの導入により、鮮魚・活魚の運搬作業やコンテナの荷捌き作業が円滑に行えるようになっ

た。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

漁協の共同で利用される備品・施設は塩害の影響等が大きく、劣化が早い。

劣化具合によっては作業効率の低下や作業の危険性を高める可能性があるため、中長期的な計画をもって事業を実

施していく必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

漁協の共同で利用される備品・施設は塩害の影響等が大きく、劣化が早いため、中長期的な計画が必要がある。

2020年度方向性 　種子島漁業協同組合の施設の修繕及び整備

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

導入したフォークリフト。

漁協での利用を考慮し、錆びにくい塗装を施している。


